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職業訓練指導員に求められる職業能⼒評価⼒に関する考察
－ジョブ・カード作成⽀援の授業実践を通して－

職業能力開発総合大学校 新目 真紀

熊本大学 石田 百合子

＜研究の背景・問題意識＞
職業訓練を効果的、効率的に行ううえで職業能力評価力は重要である。2020年の教育
改革においても能力を評価するための基準・方法の重要性が指摘されている。

＜研究の目的＞
能力評価基準を用いた訓練の実践を分析することによって、職業能力評価力を育成す
る際に考慮すべき点を明らかにする。

＜研究方法＞
長期養成課程（77名）のキャリアコンサルティング力育成科目で実施したジョブ・
カードに関する授業内容を評価基準と照らし合わせて質的に分析する。評価能力が育
成できたプロセスを分析することで、指導方法の課題を明らかにする。

＜結果の考察＞
「分析」能力に分岐点が確認された。「分析」時に、自分とは異なる別な視点が獲得
できたグループが評価能力を育成できた。

＜今後の課題＞
⇒評価基準を作成するだけなく、目標・訓練・評価まで一貫した経験が必要である。
⇒異なる視点の獲得を意図的に経験できるような機会（場）が必要である。

本⽇の報告の流れ
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研究の背景
労働政策研究・研修機構（JILPT）（2009)「欧⽶諸国に
おける公共職業訓練制度と実態―仏・独・英・⽶４カ国⽐
較調査―」では、産業・企業の求める⼈材が⾼度化するに
伴い、それに適応できない労働者が増加する可能性を鑑み、
伝統的な失業対策から失業予防を重視する政策転換の必要
性を指摘している。

第9次、第10次職業能⼒開発基本計画においても、
失業対策として、積極的労働市場政策の視点を踏まえ、
積極的な就職の斡旋（メディエーション）や教育訓練等に
よる就職機会の拡⼤を図ることを推進している。

研究の背景
• 労働政策研究・研修機構（JILPT）（2009)「欧⽶諸国における公共

職業訓練制度と実態―仏・独・英・⽶４カ国⽐較調査―」では、職
業訓練を効果的、効率的に⾏う上で職業能⼒評価制度の重要性を指
摘し、職業能⼒評価基準を「仕事の場⾯で使える能⼒」に基づく基
準にする必要性を指摘している。

• 「職業能⼒評価基準」とは、仕事をこなすために必要な「知識」と
「技術・技能」に加えて、「成果につながる職務⾏動例（職務遂⾏
能⼒）」を、業種別、職種・職務別に整理したものである。

職業能⼒評価基準では、企業において期待され
る責任・役割の範囲と難易度により、４つの能
⼒段階（「レベル区分」と呼んでいます）を設
定している。

左図のスーパーマーケット業の職業能⼒評価で
はレベル別に13種類の評価基準が⽤意されて
いる。

出典︓厚⽣労働省 職業能⼒評価基準
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研究の背景
• 基盤整備センターでは、職業能
⼒開発体系（「仕事の⾒える
化」→「能⼒の⾒える化」→
「⽬標の⾒える化」→「能⼒開
発の明確化」の⼀連の流れ）に
沿って計画的に⾏うことが重要
とし、「仕事の⾒える化」を業
種毎に整備している。

• 平成28年度9⽉末現在、⽇本標
準産業分類（総務省）を参考に、
業種別97業種、汎⽤1分野10部
⾨を整備している。

【①職業能⼒体系図】

【階層（レベル）】︻
職
務
︼

【②職業能⼒基準シート】

○

○

○

○

○

○

○

会社の⼈材開発体系、⼈材開発計画、研修プログラムなど、⼈材開発実務の推進に
必要な基本的事項を理解している。

上司や先輩・同僚からの助⾔を踏まえ、⾃社の⼈材開発制度について優先的に取り
組むべき課題を整理している。

研修等の際に突発的事態が発⽣した場合には、まずは上司に⼀報したうえで指⽰を
踏まえて迅速に⾏動している。

⼈材開発施策の⽴案に必要な情報の収集や基本統計資料等の作成を的確に⾏って
いる。
研修の社内通知、受講者や講師との連絡調整、各種の公的助成制度の利⽤申請
などの定例的業務に関しては、上司の包括的助⾔に基づき独⼒で業務を完遂してい

⼈材開発基礎

⼈材開発業務についての基本的事項を理解し、上司の指⽰に基づ
き、教育訓練の準備・実施など⼈材開発に関する事務処理を正確に
⾏う能⼒

能⼒ユニット名

概　　要

②⼈材開発実
務の推進

選択
能⼒ユニット

担当業務の実施⽅法や実施⼿順に不明点がある場合には、必ず上司や先輩に質問し解決を
図っている。

⼈材開発実務の推進に必要な事務的⼿続、社内決裁ルート等を確認し、正しく理解
している。

①担当業務に
関する作業⽅
法・作業⼿順の
検討

能⼒細⽬ 職務遂⾏のための基準

• 職業教育訓練の観点から、職業能⼒評価制度としての枠
組みを提供するものはジョブ・カードである。

• 平成31年度(2019年）よりジョブ・カード作成⽀援を実
施する者に職業訓練指導員免許保有者が追加された。

• ジョブ・カードとは、「⽣涯を通じたキャリア・プラン
ニング」及び「職業能⼒証明」の機能を担うツールであ
り、個⼈のキャリアアップや、多様な⼈材の円滑な就職
等を促進するため、労働市場インフラとして活⽤するも
のである。

研究の背景
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職業能⼒評価の基準を作成する議論と、職業能⼒評価⼒を育成す
る議論では観点が異なる。

ジョブ・カードに関する学習では、ジョブ・カードを作成する能
⼒と、作成を⽀援する能⼒を育成している。

1. 評価⼒とは何なのか︖
2. 評価基準に沿って訓練を実施すれば評価能⼒は育成できるか︖

これまでの実践から、職業能⼒評価⼒を育成する際に考慮すべき
点を明らかにする

研究の疑義

本研究では職業能⼒評価
⼒育成に焦点を当てる

• 2020年の教育改⾰で⽬指す⽅向
知識・技能だけではなく、学びに向かう⼒・⼈間性、未知
の状況にも対応できる「思考⼒・判断⼒・表現⼒」を⾝に
着ける。

• 学校教育が変わる（＝新学習指導要領）
• ⼤学⼊試が変わる（＝⼤学⼊学共通テスト）

これからの学校教育を担う教員の資質能⼒の向上も求め
られている。

出典︓平成27年４⽉教育課程企画特別部会資料２教育⽬標･内容と学習･指導⽅法、学習評価 の在り⽅
に関する補⾜資料

先⾏研究の知⾒
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• 「学習指導要領」は、⽂部科学省が定める教育課程（カ
リキュラム）の基準

• 学習指導要領は、時代の変化や⼦供たちを取り巻く状況、
社会のニーズなどを踏まえ、約10年ごとに改訂されてお
り、教科書なども学習指導要領の改訂を受けて変わる。

先⾏研究の知⾒

新学習指導要領 の趣旨を踏まえて指導改善が進められてい
るが、「⾒⽅・考え⽅」や「資質・能⼒」の理解が⼗分で
ない教員がいることが指摘されている。

出典︓ベネッセ教育総合研究所 ⽬標・指導・評価の⼀体化を図り 2019年度 Vol.3 . 教育委員会版

先⾏研究の知⾒
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• 新学習指導要領が⽬指して
いるのは「知っている」
「わかる」から「使える」
レベル。

• 使えるレベルの⽬標設定に
は教材研究が⽋かせない。

• 「この問題は ここでつまず
きやすい」など、教材を学
習者の⽬線で捉えることが
重要。

⽬標・指導・評価の⼀体化が不⼗分
出典︓ベネッセ教育総合研究所 ⽬標・指導・評価の⼀体化を図り 2019年度 Vol.3 . 教育委員会版

先⾏研究の知⾒

• 「資質・能⼒」の育成⽅法
2020年からの⾼⼤接続改⾰では資質・能⼒を⾝に付ける
⽅法として「Project（Problem） Based Learning」
と「探求学習（Elaboration）」を提唱している。

プロジェクトをやれば、お⾦がない、⼈が⾜りない、部⻑
と課⻑の⾔っていることが違うなど、葛藤・⽭盾を肌⾝で
実感することになる。（ NEW EDUCATION EXPO 2019）

量から質へと教育改⾰の焦点が移ってくる中で、資質・能
⼒の育成や⽬標・指導・評価の⼀体化が議論の的になって
いる。

先⾏研究の知⾒
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• 知識と態度は別、知識
より前に態度を育成す
る必要がある（氷⼭モ
デル）

• 深くわかることで⽣き
⽅に響く（逆氷⼭モデ
ル）

１．能⼒の捉え⽅

出典︓ 梶⽥叡⼀『教育における評価の理論Ⅰ︓学⼒観・ 評価観の転換』⾦
⼦書房，1994年，86⾴

２．⽬標の捉え⽅
• 評価対象（⽬標）を明
確にし、⽬標にあった
授業⽅法や評価⽅法を
選択する必要がある。

• B.S.ブルームは、⽬標
（能⼒的側⾯）の共通
⾔語として「教育⽬標
の分類学（タキソノ
ミー）」を開発。

出典︓⽯井英真「学⼒向上」篠原清昭編著『学校改善マネジメント』ミネルヴァ書房、2012年
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• 特定の解法を「適⽤」
すればうまく解決でき
る課題

• 企画書をまとめる等、
これを使えばうまくい
くという明確な解法の
ない課題

３．課題の捉え⽅

出典︓⽯井英真「学⼒向上」篠原清昭編著『学校改善マネジメント』ミネルヴァ書房、2012年

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000140526.html

教育⽬標分類学における評価能⼒
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職業能⼒評価の基準を作成する議論と、職業能⼒評価⼒を育成する議論
では観点が異なる。

ジョブ・カードに関する学習では、ジョブ・カードを作成する能⼒と、
作成を⽀援する能⼒を育成している。作成を⽀援するためには、成果物
や作成⽅法を価値に照らし合わせ判断できる評価能⼒必要。

評価基準に沿って訓練を実施すれば評価能⼒は育成できるか︖

研究⽬的

本研究では職業能⼒評価
⼒育成に焦点を当てる

本研究では評価能⼒にタ
キソノミーを利⽤する

これまでの授業実践から、評価能⼒を育成する際に考慮すべき点を明らかに
する

科⽬概要・結果・考察
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科⽬概要
• 科目名：キャリアコンサルティング概論

• 対 象：職業能力開発総合大学校
⻑期養成課程／職業能⼒開発研究学域77名

• 期 間：2019年4月，7-8月（5-6月：配属施設での実習期間）

• 時間数：１回200分 8:50-12:20（10分休憩）

• 到達目標：

1. キャリア形成支援における「キャリア」について簡潔に説明できる。

2. 職業訓練指導員にキャリア形成支援の技能が求められる理由を、社
会情勢や国の施策・関係法令等をふまえながら簡潔に説明できる。

3. キャリア形成支援を行ううえで必要な労働関係法令の要点を、資料を
参照しながら簡潔に説明できる。

4. 職業訓練を通じたキャリア形成支援計画を作成できる。

各回の内容
回 内容 実施日

第1回 キャリア支援におけるキャリアとは 4/10

第2回 労働市場と職業紹介(1) 4/17

第3回 労働市場と職業紹介(2) 4/24

第4回 キャリア形成支援の必要性 7/10

第5回 職業能力開発施策とキャリア形成支援 7/17

第6回 労働関係法規、働き方と社会保障 7/24

第7回 職業訓練にみるキャリア形成支援 7/31

第8回
職業訓練を通じたキャリア形成支援
（キャリア形成の6ステップ、自己理解と仕事理解）

8/7

第9回
職業訓練を通じたキャリア形成支援
（キャリア形成支援計画の作成）

8/21
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回 内容 実施日

第1回 キャリア支援におけるキャリアとは 4/10

第2回 労働市場と職業紹介(1) 4/17

第3回 労働市場と職業紹介(2) 4/24

第4回 キャリア形成支援の必要性 7/10

第5回 職業能力開発施策とキャリア形成支援 7/17

第6回 労働関係法規、働き方と社会保障 7/24

第7回 職業訓練にみるキャリア形成支援 7/31

第8回
職業訓練を通じたキャリア形成支援
（キャリア形成の6ステップ、自己理解と仕事理解）

8/7

第9回
職業訓練を通じたキャリア形成支援
（キャリア形成支援計画の作成）

8/21

各回の内容

本研究の範囲：職業訓練を通じたキャリア形成支援計画を作成できる。

学習目標４

学習目標１

学習目標２・３

［事前アンケート(第6回実施)］
ジョブ・カードの説明や作成指導、⾯談で困った経験

22

• ジョブ・カードを記入するときになかなか書く内容が浮かばなかった

• 経験が少なかったため空白を埋めるのに苦労した

• ジョブ・カードを作成した記憶はあるが内容まで覚えてはいない

• 職歴が多すぎて覚えてない人がいた

• ジョブ・カードの説明が上手くできなかった。

• 作る必要性を理解してくれない人が少なからずいた

• 評価をすることが難しい

• ジョブ・カードの存在は知っているが、作り方や指導法は全然わから

ない。施設実習では職務経歴書の作成指導を現場でしましたが、

ジョブ・カードはすでに作成済みだったため特に教えることはしてい

ません。
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第7回-第9回の授業で⽬指したこと
23

① ジョブ・カードの作成方法（作成目的、ソフトウェアの使い方
も含む）について、資料を使って説明できる。 （改訂タキソノ
ミー：理解）

② ケース事例における、ジョブ・カードを使った面談のポイント
を整理できる。
（改訂タキソノミー：応用）

③ 上記において、記入が難しい点も把握し、限られた時間での
効果的・効率的なアドバイスの方法を考えることができる。（
改訂タキソノミー：分析）

④ ジョブ・カード作成支援ツールの有用性を確認し、 より効
果的な使い方を提案できる。
（改訂タキソノミー：評価）

第７-９回の演習
演習の内容・進め方

第
7
回

演習1
各様式の中身を眺めてみよう 【個人➡グループ】
ジョブ・カードの様式を見て、自分が作成する際、「すぐ書けそう」・「時間がかかりそう」・「書くのが難し

そう」と思った項目とそう思った理由をそれぞれ整理する。

演習2
書き方のポイントと作成手順の確認 【個人】
支援者向け参考資料を見て、演習１でまとめた「時間がかかりそう」、「難しそう」な項目に関する説明

を確認。

演習3
ジョブ・カードを作成してみよう 【個人】
様式２・３の作成。

第
8
回

演習1
訓練開始直後の面談前の説明を考える 【個人➡ペア➡グループ➡個人】
ケース事例の訓練生へのジョブ・カード作成の説明内容を整理し、ロールプレイを実施。

演習2
キャリア・プラン作成補助シートの構造を理解する【個人➡グループ】
３つの様式（学生用、求職者用、在職者用）の記入例を見ながら、様式ごとの違いを整理。

演習3
キャリア・プラン作成補助シートを作成する 【個人】
様式１作成の準備。

第
9
回

演習1
ジョブ・カードを完成させる 【個人】
様式１の作成。

演習2
ジョブ・カード制度について考える 【個人➡グループ】
第7-9回の学習を踏まえ、メリット/デメリット/改善策を整理。
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第７-９回の演習
演習の内容・進め方

第
7
回

演習1
各様式の中身を眺めてみよう 【個人➡グループ】
ジョブ・カードの様式を見て、自分が作成する際、「すぐ書けそう」・「時間がかかりそう」・「書くのが難し

そう」と思った項目とそう思った理由をそれぞれ整理する。

演習2
書き方のポイントと作成手順の確認 【個人】
支援者向け参考資料を見て、演習１でまとめた「時間がかかりそう」、「難しそう」な項目に関する説明

を確認。

演習3
ジョブ・カードを作成してみよう 【個人】
様式２・３の作成。

第
8
回

演習1
訓練開始直後の面談前の説明を考える 【個人➡ペア➡グループ➡個人】
ケース事例の訓練生へのジョブ・カード作成の説明内容を整理し、ロールプレイを実施。

演習2
キャリア・プラン作成補助シートの構造を理解する【個人➡グループ】
３つの様式（学生用、求職者用、在職者用）の記入例を見ながら、様式ごとの違いを整理。

演習3
キャリア・プラン作成補助シートを作成する 【個人】
様式１作成の準備。

第
9
回

演習1
ジョブ・カードを完成させる 【個人】
様式１の作成。

演習2
ジョブ・カード制度について考える 【個人➡グループ】
第7-9回の学習を踏まえ、メリット/デメリット/改善策を整理。

ジョブ・カードの構成
• 様式１ キャリア・プランシート

• 様式１－１ キャリア・プランシート(就業経験がある方用)
• 様式１－２ キャリア・プランシート(就業経験のない方、学卒者等用)

• 様式２ 職務経歴シート

• 様式３ 職業能力証明シート
• 様式3-1 職業能力証明(免許・資格)シート

• 様式3-2 職業能力証明(学習歴・訓練歴)シート

• 様式3-3 職業能力証明(訓練成果・実務成果)シート

将来の目標とする職業、職務、働き方、習得・向上すべき能力
等を実現するための職業生活設計を記載する様式

正社員経歴の他、雇用形態に関わらず、インターンシップ、アルバイト、期間雇用、雇用
型訓練等の職務経歴の棚卸しを記載する様式

免許・資格、教育(学習)・訓練歴、職務経験、教育・訓練成果の評価、職場での
仕事振りの評価に関する職業能力証明の情報を記載する様式

第７回 授業資料より

＋キャリア・プラン
作成補助シート

参照：ジョブ・カード制度 総合サイト (https://jobcard.mhlw.go.jp/index.html)
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職業訓練におけるジョブ・カード作成の流れ
27

今回は訓練開始時のジョブ・カードの説明、
作成アドバイスについて、考えてみましょう。

ケース事例：

28歳男性。就業経験あり。大学卒業後、中堅商社の営業
職として5年間勤務。今回初めてジョブ・カードを作成する。
パッと思いつく保有資格は運転免許、簿記3級、
TOEIC600。学生時代は、サークル活動やバイトを少し。
インターンシップ経験有。

履歴書は、前職を辞めたあとに１回作成した。職業訓練を
受けて手に職をつけたいと考えているが、希望職種・業種
はまだぼんやりしている。

第８回 演習１のケース事例

演習の流れ
作成者視点
(ジョブ・カードを作成

する側)

支援者視点
(ジョブ・カード作成を支

援する側)

第７回：
演習１

第７回：
演習３

第８回：演習３ 第９回：
演習１

第９回：
演習２

自らがジョブ・カードを作成するという経験を通じ、その過程で気づいたことや感じたことを
ベースにしながら、ジョブ・カード作成支援者として訓練生に対して、どのような支援ができ
るかを考えさせる

２つの視点を
行き来させる
➡徐々に支援者

視点を加える

第７回：
演習２

第８回：
演習１

第８回：
演習２

ジョブ・カード作成ステップ
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分析⽅法 TEM分析
• 複線経路・等至性モデル：Trajectory Equifinality Model
• 特徴：人間を開放システムと捉えるシステム論に依拠する点と

外在的に計測できる時間でなく、個人の経験された時間の流れ

を重視。
等至点（Equifinality Point：EFP）

ジョブ・カードの継続的な活用と振り返りを用いた支援の有効性が認識できる
（ 終課題（グループ）の記述内容）

分岐点（Bifurcation Point :BFP）
終課題の前に行った３つの演習課題の記述内容

分岐点 等至点

不可逆的時間

図：TEM図の 小単位（安田・サトウ,2012）

出典：安田裕子・サトウタツヤ（編）（2012）．TEM でわかる人生の径路―質的研究の新展開．誠信書房

分析︓形成的評価のタイミング・評価ポイント
演習 分岐点 評価ポイント

第7回
演習1

課題１-(1)
各様式(様式1～3)のそれぞれの記入項目を確認し，様式1と様
式2・3の違いを認識できる

課題１-(2)
様式2・3（③～⑤）の記述に時間がかかると考える理由が説明で
きる

第7回
演習2

課題２-(1) 参考資料(※)で参考になる点が認識できる

課題２-(2)
上記項目に書かれている内容が、(1)-2の説明と整合性がとれて
いる

第8回
演習1

課題３-(1) ケース事例の学生に向けてモチベーションを上げるための言葉
がけができる（作成メリットなど）

課題３-(2) ケース事例の学生のジョブ・カード作成にかかる負担をやわらげ
る言葉がけができる

課題３-(3) 事前準備を促す指示・説明ができる

第9回
演習2

課題４
(等至点)

ジョブ・カードの可視化，ふり返り，定期的な利用の効果が認識
できる

※ 参考資料：厚生労働省委託事業 ジョブ・カード講習テキスト
～ジョブ・カードを活用したキャリア支援～（平成30年10月版）
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結果︓EFPに⾄るまでの得点⽐較
(1)-1 (1)-2 (2)-1 (2)-2 (3)-1 (3)-2 (3)-3

非到達
M 0.97 0.49 0.89 0.69 0.54 0.83 0.66

SD 0.03 0.25 0.10 0.22 0.25 0.14 0.23

到達
M 0.97 0.69 0.88 0.66 0.69 0.78 0.66

SD 0.03 0.21 0.11 0.23 0.21 0.17 0.21

⾮到達35名 到達32名（N=67）

(１)-１ (１)-２ (２)-１ (２)-２ (３)-１ (３)-２ (３)-３

結果︓ EFPに⾄るまでの得点⽐較
演習 分岐点 評価ポイント

第7回
演習1

課題１-(1)
各様式(様式1～3)のそれぞれの記入項目を確認し，様式1と様
式2・3の違いを認識できる

課題１-(2)
様式2・3（③～⑤）の記述に時間がかかると考える理由が説明で
きる

第7回
演習2

課題２-(1) 参考資料で参考になる点が認識できる

課題２-(2)
上記項目に書かれている内容が、(1)-2の説明と整合性がとれて
いる

第8回
演習1

課題３-(1) ケース事例の学生に向けてモチベーションを上げるための言葉
がけができる（作成メリットなど）

課題３-(2) ケース事例の学生のジョブ・カード作成にかかる負担をやわらげ
る言葉がけができる

課題３-(3) 事前準備を促す指示・説明ができる

第9回
演習2

課題４
(等至点)

ジョブ・カードの可視化，ふり返り，定期的な利用の効果が認識
できる
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考察(1)
• 非到達の学生が特に低かったポイント

• 課題１‐(1)

各様式(様式1〜3)のそれぞれの記⼊項⽬を確認し，様式1と様式2・3の違い
を認識できる

• 課題３‐(1)
ケース事例の学⽣に向けてモチベーションを上げるための⾔葉がけができ
る

➡ジョブ・カード構造の意図，ジョブ・カードを
作成することの意味が⼗分に理解できていない
可能性が⽰唆される．

考察(2)
• 改訂版タキソノミーの「理解」〜「応⽤」は達成できた。
• 「分析」は、ケース事例におけるジョブ・カード作成⽀援の際の
⾯談のポイントは整理できていた。記⼊が難しい点をどう⽀援す
ればよいかの理解は、⼗分でなかった可能性がある。

• 「評価」は、ジョブ・カードを作成することの意義、職務経歴書
との違いや定期的に更新することの必要性を、真の意味で理解で
きていなかった可能性がある。

• 個々にジョブ・カードを書かせたが、個⼈情報の観点から提出さ
せていない。➡「評価」到達の働きかけに活⽤できず。

• 等⾄点はグループ課題の内容で判断したため、学⽣個⼈の到達・
⾮到達は厳密には測れていない。但し、個⼈で⾃分の考えを付箋
に書かせたうえで、その内容をもとに話し合っており、個⼈が記
⼊した付箋も全て確認した。
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今後の課題
• 改訂タキソノミーの「分析」・「評価」に関する演習機会を増やす
ことで、作成者から支援者への視点の切替えを支援する。

• 「訓練開始直後の面談前の説明」の演習は１回だけでなく、２
回実施する（１回目の改善を２回目に取り入れる。）。

• グループワークをさらに活用し、異なる視点を獲得する機会を
増やす。

• ケース事例として、架空の事例で作成されたジョブ・カードを個
人・グループで評価・改善する演習の導入。

• 勤務先（職業訓練校等）におけるジョブ・カード作成支援
などの現場実践との往還の機会の提供。

• 関連科目・後続科目との接続をさらに意識する。
（例：「キャリア・コンサルティング技法Ⅰ」）

ご清聴ありがとうございました。

36
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